
1 

 

新型コロナウイルス感染症の影響に係る岸和田市内事業者現況調査 

※ＷＥＢでの回答をご希望の方は，以下のＵＲＬ又はＱＲコードから，入力画面にお進みください。 

↓ ↓ ↓ 

https://www12.webcas.net/form/pub/kishiwadachousa/kishiwada?para=4pvaoc 

 

＜１＞経営への影響             

問１ 新型コロナウイルス感染症の発生により貴社の企業活動に影響はありましたか。【１つに○】 

 

 

 

 

 

問２ 問１で、２または４と答えた方にお聞きします。どのような影響がありましたか。 

また、今後見込まれますか。【最大３つまで○】 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 今季の業況（令和２年４月～９月）※前年同期（令和元年４月～９月）と比較して、以下の

項目についてお答えください。【各項目１つに○】 

①出荷・売上高 

※当該項目のみ、前年同期比で 

増減した％を記載してください。 

１．改善した 

（約    ％） 
２．横ばい 

３．悪化した 

（約    ％） 

②製品・商品単価 １．改善した ２．横ばい ３．悪化した 

③原材料価格 １．改善した ２．横ばい ３．悪化した 

④営業利益 １．改善した ２．横ばい ３．悪化した 

⑤資金繰り １．改善した ２．横ばい ３．悪化した 

⑥設備投資 １．改善した ２．横ばい ３．悪化した 

⑦雇用状況 １．改善した ２．横ばい ３．悪化した 

１．プラスの影響あり（※問 2は回答せず、問 3へ） 

２．マイナスの影響あり（※問 2、問 3を回答） 

３．現在はないが、今後プラスの影響が見込まれる（※問 2は回答せず、問 3へ） 

４．現在はないが、今後マイナスの影響が見込まれる（※問 2、問 3を回答） 

５．特に影響なし。今後も影響ない見込み（※問 2は回答せず、問 3へ） 

 

 

 

       

 

ＱＲ 

１．製品・サービス等の売上減少 

２．自社の生産拠点・仕入れ先の変更による調達コスト増 

３．サプライチェーンへの打撃による製品等の納期遅れ  

４．消費マインドの悪化に伴う客数減少 

５．従業員の休暇取得に伴う人手不足による企業活動の停滞 

６．従業員や顧客の感染予防対策等に伴うコスト増 

７．その他（具体的に：                                  ） 
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問４ 新型コロナウイルス感染症により、貴社が実施した対策や対応（今後予定も含めて）をお教

えください。【当てはまるものすべてに○】 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 新型コロナウイルスに関連した、国、自治体、金融機関の各種支援策を利用しましたか。 

また、利用する予定ですか。【当てはまるものすべてに○】 

 

 

 

 

 

 

問６ 新型コロナウイルスの影響で、新たに融資を受けた融資金額（合計）について教えてくださ

い。【１つに○】 

 

 

 

 

 

 

問７ 新型コロナウイルス拡大により、行政（国・府・市）や中小企業支援機関、経済団体などに

期待する支援策を教えてください。【最大３つまで○】 

 

 

 

 

 

 

 

１．金融機関等の融資制度の活用   ２．国、府、市などの給付金の活用 

３．テレワーク等の在宅勤務の活用  ４．不要不急の会議の中止 

５．イベントの中止         ６．新型コロナウイルス感染に関連する休暇や休業の取得推奨 

７．客数減少に伴う臨時休業等    ８．特になし 

９．その他（具体的に：                                  ） 

１．持続化給付金（国）   ２．家賃支援給付金（国）   ３．雇用調整助成金（国） 

４．休業要請支援金（大阪府・岸和田市）          ５．休業要請「外」支援金（大阪府） 

６．事業継続応援金（岸和田市）              ７．新規融資（日本政策金融公庫） 

８．新規融資（信用保証協会・民間金融機関）        ９．新規融資（商工組合中央金庫） 

10．金融債務の返済繰延・借入条件（リスケ）等の調整    11．特になし 

12．その他（具体的に：                                  ） 

１．融資を受けていない            ２．０円（申し込んだが調達できず） 

３．300万円以下               ４．300万円超～600 万円以下  

５．600万円超～1,000万円以下         ６．1,000万円超～4,000万以下   

７．4,000万円超～8,000万円以下        ８．8,000万円超～２億円以下     

９．２億円超 

１．低利（実質無利子）融資などの金融支援     ２．消費活動活性化対策 

３．設備投資や販路開拓支援            ４．テレワークや在宅勤務の導入支援 

５．従業員休業等に伴う補償            ６．終息後の観光誘客対策 

７．マスクや消毒液などの感染拡大に関する物資確保の支援 

８．経営全般の相談（経営コンサルティング）    ９．特になし 

10．その他（具体的に：                                    ） 
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問８ 新型コロナウイルス感染症をふまえて、貴社が今後重点的に取り組みたい経営課題について

教えてください。【最大３つまで○】 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜２＞既存事業と新規事業について             

問９ 今後の展望・方向性について教えてください。【１つに○】 

 

 

 

 

 

問10 今後の新規または強化する取組みを教えてください。【当てはまるものすべてに○】 

 

 

 

 

 

問11 新分野へ進出する、または業態を転換する際に必要な経営資源は何ですか。 

【最大３つまで○】 

 

 

 

問12 問11で「７．補助金・助成金」と回答した方にお聞きします（※７を選ばなかった方は問13

へ）どのような費用に対する補助を希望しますか。【最大３つまで○】 

 

 

 

 

１．新規顧客の掘り起こし         ２．従来の取引関係の維持・継続 

３．資金調達・資金繰り改善        ４．既存事業の販路・市場拡大 

５．人材の確保（人手不足）・育成      ６．雇用の維持 

７．新分野進出・新しい収益源の確保    ８．新たな生活様式（３密・接触回避など）への対応 

９．ＩＴ化による業務効率化        10．後継者の確保・育成、事業継承 

11．その他（具体的に：                                  ） 

１．既存事業の回復を見込む       ２．既存事業の維持・拡大 

３．既存事業の縮小・一部事業の撤退   ４．既存事業を維持しつつ、新たな柱となる新事業に着手 

５．既存事業を中止し、別事業への転換  ６．廃業 

７．その他（具体的に：                                  ） 

１．新規顧客の獲得       ２．新事業の立ち上げ    ３．新分野への進出 

４．新商製品・サービスの開発  ５．異業種との連携     ６．調達先の分散化 

７．特にない           

８．その他（具体的に：                                  ） 

１．融資    ２．人材    ３．情報・知識    ４．備品    ５．不動産（土地・建物） 

６．新分野進出や業態転換の予定はない         ７．補助金・助成金 

８．その他（具体的に：                ） 

１．広報費    ２．機械装置費   ３．展示会等出展費   ４．旅費 

５．開発費    ６．リース料    ７．研修費       ８．事務所等改装費  

９．その他（具体的に：                                  ） 

※7．補助金・助成金を選んだ方は、問 12も回答 
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＜３＞新しい生活様式について               

問13 国が示した「新しい生活様式」（本紙Ｐ８参照）は、貴社の業績にどのような影響を及ぼし

そうですか。【１つに○】 

 

 

問14 在宅勤務・テレワークを実施していますか。【１つに○】 

 

 

 

 

問15 問14で、１または２と答えた方にお聞きします。どのような内容か教えてください。 

【当てはまるものすべてに○】 

 

 

 

 

 

 

問16 問14で、１または２と答えた方にお聞きします。 

従業員の何割が実施していますか、または実施していましたか。【数値を記入】 

 

 

問17 問14で、３または４と答えた方にお聞きします。 

在宅勤務・テレワークを実施していない理由は何ですか。【当てはまるものすべてに○】 

 

 

 

 

 

１．プラスの影響      ２．マイナスの影響      ３．どちらともいえない 

１．現在実施している（※問 15、問 16を回答） 

２．現在実施していないが、実施していた（※問 15、問 16を回答） 

３．実施していないが、今後実施を検討している（※問 17を回答） 

４．実施していないし、今後も実施予定はない（※問 17を回答） 

１．オンライン（インターネットを介した）会議（社内） 

２．オンライン（インターネットを介した）商談（社外） 

３．オンライン（インターネットを介した）採用面接 

４．資料作成 

５．データ入力・分析作業 

６．調査業務 

７．デザイン・プログラミング 

８．その他（具体的に：                                  ） 

（約                割） 

１．社内制度が整備されていない  ２．実施できる業務ではない、又は実施すると業務に支障が出る 

３．ＩＴ環境が整備されていない  ４．労務管理が困難で、適切な人事評価ができない 

５．情報セキュリティに不安がある ６．テレワーク導入費用が捻出できない 

７．その他（具体的に：                                  ） 



5 

 

問18 オンライン（インターネットを介した）会議についてお聞きします。【１つに○】 

 

 

問 19 オンライン（インターネットを介した）商談についてお聞きします。【１つに○】 

 

 

問 20 オンライン（インターネットを介した）採用面接についてお聞きします。【１つに○】 

 

 

問 21 在宅勤務やテレワーク導入に関する課題を教えてください。【最大３つまで○】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜４＞新型コロナの影響をふまえた貴社従業員の状況            

問22 今季の業況（令和２年４月～９月）と前年同期（令和元年４月～９月）を比較して、貴社の

従業員の状況（予定も含む）について教えてください。【当てはまるものすべてに○】 

 

 

 

 

 

 

 

１．現在導入している    ２．これから導入する    ３．導入していない 

１．現在導入している    ２．これから導入する    ３．導入していない 

１．現在導入している    ２．これから導入する    ３．導入していない 

１．知識・ノウハウを持つ社内人材     ２．ＩＴ機器等のコスト 

３．ＩＴ化に対する顧客・取引先の理解   ４．提供する商品・サービスの品質維持 

５．自宅など職場以外では仕事にならない  ６．十分な社内コミュニケーションができない 

７．社内制度・規定が対応できていない   ８．従業員の労務管理や人事評価が難しい 

９．情報漏洩・セキュリティの不安     10．顧客・取引先とのトラブルや事故等への対応が不安 

11．生産性の低下             12．既存手法に固執する社内体質 

13．特にない 

14．その他（具体的に：                                  ） 

１．休暇を取っている、または取る予定      ２．遅出・早退等で対応（時間差勤務）している 

３．新型コロナ以降、シフト勤務を実施している  ４．異動等による人員調整 

５．賃金を減らした               ６．賃金を増やした 

７．人員を減らした               ８．人員を増やした  

９．人員増の抑制                10．特に実施していない 

11．従業員はいない 

12．その他（具体的に：                                  ） 
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問23 現在の従業員の過不足について教えてください。【１つに○】 

 

 

問24 新規卒業者（新卒）の採用の予定を教えてください。【１つに○】 

 

 

問25 従業員の給与や賞与に影響が出ていますか。【１つに○】 

 

 

問26 従業員の採用計画（新卒・中途）に影響が出ていますか。【１つに○】 

 

 

 

問27 貴社では外国人を雇用していますか。【１つに○】 

 

 

 

問28 貴社が考える外国人を雇用するときの課題は何ですか。【最大３つまで○】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．不足   ２．やや不足  ３．充足   ４．やや過剰  ５．過剰  ６．従業員はいない 

１．増やす  ２．前年並み  ３．減らす  ４．採用中止  ５．未定  ６．採用予定はない 

１．マイナスの影響      ２．プラスの影響       ３．変わらない 

１．下方修正の影響（採用数を減らす） 

２．上方修正の影響（採用数を増やす） 

３．変わらない 

１．現在雇用している           ２．現在雇用していないが、雇用したことがある 

３．現在雇用していないが、検討している  ４．現在雇用していないし、今後も予定はない 

１．コミュニケーションがうまくとれない      ２．生活習慣・文化の違い 

３．出入国関連の手続きが煩雑、またはわからない  ４．在留期間が制限されている 

５．すぐに離職する、またはすると思われる     ６．研修・教育（日本語教育等）の負担 

７．生活支援の負担                ８．金銭的コストの負担 

９．任せられる業務が少ない            10．監理団体からの指導が不十分 

11．地域社会（住民）からの理解が得られない    12．人事制度・労務管理 

13．特にない  

14．その他（具体的に：                                  ） 
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＜５＞貴社について                              

問29 貴社の業種（主な事業）を教えてください。【最も近いもの１つに○】 

 

 

 

 

 

問30 貴社の主な商品・サービスを記入してください。【自由記述】 

 

 

 

 

問31 従業員の人数を記入してください（経営者は含みません）。【数字を記入】 

 

 

 

 

問32 法人か個人事業主かを教えてください。【１つに○】 

 

 

問33 経営者の年齢を教えてください。【１つに○】 

 

 

 

問34 市内事業所の機能を教えてください。【１つに○】 

 

 

 

 

 

ご協力いただきまして誠にありがとうございました。 

念のため、記入もれがないかどうか、もう一度お確かめください。 

１．農業・林業・水産業   ２．建設業    ３．製造業    ４．卸売業    ５．小売業 

６．不動産・物品賃貸業   ７．宿泊     ８．飲食     ９．生活関連・娯楽 

10．医療・福祉       11．サービス業  12．交通運輸業   13．金融・保険 

14．その他（具体的に：                                   ） 

（記入例）金属製品、左官、理容サービスなど 

１．正規従業員（約           人） 

２．パート・派遣者など 非正規従業員（約         人） 

１．法人          ２．個人事業主 

１．20代以下       ２．30代       ３．40代 

４．50代         ５．60代       ６．70代以上 

１．単独事業所である 

２．当事業所が本所・本社・本店で他の場所（市内外）にも事業所がある 

３．市内の他の場所に本所・本社・本店がある 

４．市外の場所に本所・本社・本店がある 
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【問 13 補足】「新しい生活様式」に係る国の指針 

［出所］厚生労働省ホームページより抜粋 


